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	近年、抗がん薬と胃酸分泌抑制薬の併用が治療効果に影響を与えることが注目されています。海外では、CDK4/6阻害薬（パルボシクリブあるいはリボシクリブ）は胃酸分泌抑制薬であるプロトンポンプ阻害薬（PPI）の併用により治療効果が低下することが報告されています。しかしながら、現在まで類似研究は本邦から報告されていません。また、PPI以外の胃酸分泌抑制薬であるヒスタミンH2受容体拮抗薬（H2RA）にも同様の相互作用があるかどうかはわかっていません。さらに、本邦で承認されているCDK4/6阻害薬のアベマシク...
	本研究により、CDK4/6阻害薬（パルボシクリブあるいはアベマシクリブ）と胃酸分泌抑制薬（PPIあるいはH2RA）の薬物相互作用を明らかにすることで、今後の有効ながん薬物療法に繋げることを目的としています。
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